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研究成果の概要（和文）：概日リズムの乱れは、様々な疾患や健康障害の発症リスクとなることが明らかになってきて
いる。本研究課題では、生きたラットやマウスから、概日リズムの中枢である視交叉上核（SCN）の単一ニューロンか
ら電気活動を記録し、光照射時における視交叉上核における中枢時計の情報統合過程とリセットの仕組みを解明する事
を目的としている。その結果、非常に難しいと思われた生きたマウス視交叉上核の単一ニューロンからの記録および光
照射時の反応をとらえることが、確率は低いながら可能であることが分かった。

研究成果の概要（英文）：Single-cell based neural activity recording from the suprachismatic nucleus is imp
ortant to understand the resetting mechanism of circadian rhythm in mammals. We performed single-cell neur
al activity recording from living rat or mouse suprachiasmatic nucleus. We succeeded to record the single-
cell neural activity responded to the light in mice and rats. It must be useful strategy to elucidate the 
resetting mechanisms in mammalian circadian clock.
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１．研究開始当初の背景 

 概日リズム（サーカディアンリズム）はほ

とんどの生物に認められる普遍的な生命現

象である。概日リズムを駆動するのは、「概

日時計」あるいは「体内時計」と呼ばれる生

体内に内在する機構によるものが知られて

いる。一方で、概日リズムは外部環境の影

響で変化することも知られている。うつ病

を代表とする気分障害に概日リズム障害が

密接に関連している事実（Hader ら、

Ann.Med.,2005 など）や、交代制勤務の人々

に見られる種々の健康障害が概日リズムの

乱れに起因するものが少なくないこと

（Knutsson ら、Occup.Med., 2003 など）は、

外部環境の窓口である概日時計が担う生体

適応（リセット）の破綻が、多くの疾患や症

状の誘因のひとつとなっていることを示し

ている。 

 概日時計の中枢は視床下部にある視交叉

上核(SCN)である。視交叉上核は、全身の組

織にある末梢時計を調律し、行動リズムや

自律神経リズムを制御している。近年、時

計遺伝子の発見などで視交叉上核の解析も

飛躍的に進んだが、未だに全く分かってい

ない古くからの疑問がある。現在でも、概

日リズムのリセットを担っている視交叉上

核内での情報伝達や情報統合の仕組みは不

明な部分が多い。 

 
２．研究の目的 

 概日リズムの乱れは、様々な疾患や健康障

害の発症リスクとなることが明らかになっ

てきている。つまり、概日リズムの乱れを修

正するリセットのメカニズムは、心身の健康

を維持に重要な役割を果たしている。 

 概日リズムの最も強いリセット因子は

「光」であるが、概日リズムの中枢である視

交叉上核内には網膜から直接入力を受ける

ニューロンと、受けないニューロンが混在し

ている。しかし、これらの機能分担と情報伝

達・統合の仕組みはほとんど分かっていない。

今回、生きたラットから、視交叉上核（SCN）

の単一ニューロンから電気活動を記録し、光

照射時における視交叉上核における中枢時

計の情報統合過程とリセットの仕組みを解

明する。 

 

３．研究の方法 

 視交叉上核が、網膜からの投射を受ける腹

外側領域(VLSCN)と、投射を受けない背内側

領域(DMSCN)に明瞭に分かれているラットを

用いる。 

 まず、１）視交叉上核のニューロンの活動

を「in vivo 単一ニューロンレコーディング

法」を用いて長時間記録する。２）ラットに

光を照射して、反応する VLSCN ニューロンと

投射を受けないDMSCNニューロンの活動を記

録し、光による刺激が VLSCN から DMSCN ニュ

ーロンにどのように伝わるかを解析する。

３）単一ニューロン活動を記録しながらトレ

ーサー色素を注入し、記録しているニューロ

ンがどのような回路を形成しているのかを、

免疫組織化学法と組み合わせて解析する。 

 以上の結果を統合し、視交叉上核における

機能的形態学的局所神経回路を解明する。 

 

４．研究成果 

 概日リズムの乱れは、様々な疾患や健康障

害の発症リスクとなることが明らかになっ

てきている。つまり、概日リズムの乱れを修

正するリセットのメカニズムは、心身の健康

を維持に重要な役割を果たしている。 

 概日リズムの最も強いリセット因子は

「光」であるが、概日リズムの中枢である視

交叉上核内には網膜から直接入力を受ける

ニューロンと、受けないニューロンが混在し

ている。しかし、これらの機能分担と情報伝

達・統合の仕組みはほとんど分かっていない。

本研究課題では、生きたラットから、視交叉

上核（SCN）の単一ニューロンから電気活動

を記録し、光照射時における視交叉上核にお

ける中枢時計の情報統合過程とリセットの



仕組みを解明する事を目的としている。これ

までに視交叉上核における単一ニューロン

からの電気活動の記録およびトレーサー注

入の条件検討を行った。その結果、非常に難

しいと思われた単一ニューロンからの記録

および光照射時の反応をとらえることが、確

率は低いながら可能であることが分かった。

また、本研究テーマとも一部関連する基盤的

研究についても他の研究費のテーマと相乗

効果が期待できる部分について解析を行い、

末梢臓器における概日時計リセット機構や

細胞レベルでの概日時計成立機構に関する

知見を得た。 
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